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第
7
章
 第6章までは構造決定に必要なだけのデータの記述にとどめたがフギンコラィドはこのように他
 に類のない特異的な構造をもっており,その性質,反応に非常に興味深い点が多い。第7章ではこ
 れらについてふれたが,特に構造決定に非常に重要な役割を果した〃GAtriether〃(12)の
 NMR・およびギンコライドのNMRのnuclearOverhausereffegtについて述べた・
 後者についてはこれが構造決定への始めての応用であり,今後大いに応用されるものと思われる。
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 論文審査結果の要旨
 丸山雅雄提出の論文は七章にわけられている。第ユ章から第5章まではギンコライド類の平面構
 造決定についてであり・特異なギンコラィド類の構造を質量分所,核磁気共鳴,赤外および紫外スペ
 クトルなどの機雛分析を用いて・段階的に組成,官能基,部分構造の順に解明し,最後にこの部分
 構造を組み合せてコ平面構造を決定した。これによるとギンコライド類はスピロ〔4,4〕ノナン
 骨格でコァーラクトン環3コ,水酸基2コないし4コ有し,5員環6コよりなる現在までに類のな
 い構造をもっている。
 第6章ではギンコライドCの立体化学について述べられている。核磁気共鳴の結果,および種々
 な化学反応の挙動からギンコライドCの7コの不斉炭素の相対配置を決定した。これによればギン
 コライドCの6コの5員環は全部平面であり,分子全体が籠型になっていてギンコライド類が非常
 に1安定である事実ともよく一致する。
 また絶対配置はギンコラィドCより得られる2種のケトンの旋光分散曲線を,そのオクタント図
 と比較して決定した。
 第7章では・ギンコライド類の性質,反応について述べられている。このように非常に特異的な
 構造を有するギンコライド類は性質,反応性にも興味深いものが多い。ギンコライドAの還元生成
 物であるトリエーテルは原料とはカルボニル基がメチレンになっただけの構造変化であり,その核
 磁気共鳴を徹底的に解析して部分構造の決定に重要な役割を果した。物理学:の分野で早くから知ら
 れていたオーバーハウザー効果がギジコラィド類でも観測され,これは部分構造の総合せ,立体化
 学に大きな役割を果した。またこれはオーバーハウザー効果を構造決定に利用した最初の例である。
 上記のように新しい骨格を有するジテルペン,ギンコライド類の構造決定はかなり独創的なもの
 であり,複雑なその構造の研究を最近の機器分析を充分利用して忍耐強く逐行し,所期の目的を完
 全に果した。よって丸山雅雄提患の論文は理学搏士の学位論文として合格と認める。
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